
平成 23年度年次報告

課題番号：5009

（１）実施機関名：

（独）産業技術総合研究所

（２）研究課題（または観測項目）名：

火山性流体の移動評価に基づく噴火現象の解明

（３）最も関連の深い建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（3）地震発生先行・破壊過程と火山噴火過程

（3-3）火山噴火過程

ア．噴火機構の解明とモデル化

（４）その他関連する建議の項目：

1. 地震・火山現象予測のための観測研究の推進

（1）地震・火山現象のモニタリングシステムの高度化

イ．地震発生・火山噴火の可能性の高い地域

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（2）地震・火山噴火に至る準備過程

（2-2）火山噴火準備過程

ア．マグマ上昇・蓄積過程

（3）地震発生先行・破壊過程と火山噴火過程

（3-3）火山噴火過程

イ．噴火の推移と多様性の把握

（4）地震発生・火山噴火素過程

エ．マグマの分化・発泡・脱ガス過程

3. 新たな観測技術の開発

（2）宇宙技術等の利用の高度化

イ．リモートセンシング技術

（５）本課題の５か年の到達目標：

　噴火に先立つ地殻浅部へのマグマの貫入や火山ガスの供給に対する火山体浅部の熱水系の応答の定

量的な評価手法を熱水系シミュレーションにより構築する。熱水系シミュレーションの定量性評価の

ために、伊豆大島などにおいて自然電位、地下水位などの連続観測を実施し、降雨や火山活動変動に

対する地下水系の応答を評価する。

　携帯型マルチセンサーシステム (Multi-GAS)による水素濃度定量化手法の改良を行い、火山噴煙観

測に基づく火山ガスの平衡温度および酸化還元状態の変動の把握手法を確立すると共に、火道内対流



するマグマの脱ガス条件の推定を行う。噴出物の観察や火山ガス放出量の観測などと総合し、火道内

マグマ対流と噴火および脱ガス活動の変動の関係をモデル化する。

　水蒸気爆発を発生する火山において、熱水系の分布及び火山ガス供給系を明らかにし、水蒸気爆発

発生に関与する熱水系の実体をモデル化する。

（６）本課題の５か年計画の概要：

　伊豆大島において自然電位、地下水位の連続観測を実施し、火山活動静穏時における降雨などに対

する地下水系の応答を把握すると共に、火山活動の変動に備える。伊豆大島をモデルフィールドとし

て、マグマの貫入および火山ガスの供給に対する熱水系の応答を熱水系シミュレーションを用いて評

価し、噴火前兆現象としての熱および流体の放出パターンを把握するとともに、前兆現象を把握する

為の最適な観測条件を評価する。

　携帯型マルチセンサーシステム (Multi-GAS)に用いている水素センサーの安定性、湿度依存性およ

び自然界における大気流水素濃度の変動要因の評価を行い、火山ガス中水素濃度定量化手法を改良す

る。火山噴煙観測により得られた火山ガス組成から、火山ガスの見かけの平衡温度・圧力および酸化

還元状態の関係を明らかにする。三宅島、浅間山、阿蘇、イタリアエトナ火山など様々な脱ガス活動

を行う火山および様々な活動状況において噴煙観測を実施し、脱ガス条件の変動などのモデル化を行

う。また、噴出物の観察やメルト包有物の揮発性物質濃度測定に基づき、火道内マグマ対流脱ガス条

件を推定し、火山活動変動のモデル化を行う。

　雌阿寒岳、口永良部島などにおいて、火山ガスの繰り返し観測および放熱分布の把握、自然電位分

布測定などを実施し、熱水系の分布および火山ガスの起源を明らかにすることにより、水蒸気爆発の

発生に関与している熱水系の実体を明らかにする。

富士山、口永良部島において GPS観測を継続し変動の把握を行う。

（７）平成 23年度成果の概要：
　雌阿寒岳、口永良部島において、火山ガスの繰り返し観測に基づく火山ガスの起源および変動過程

を解析し、口永良部島においては山頂部の膨脹、地震活動の活発化および消磁と同期した火山ガス組

成変動を説明するモデルを構築した。阿蘇山中岳第一火口の湯だまりの活動変化に対応して、携帯型

マルチセンサーシステム (Multi-GAS)連続観測システムを、中岳に設置し観測を開始した。また、湯だ

まりからの噴出物の形態観察・化学組成分析を実施し、新鮮な発泡ガラスを同定した。霧島山新燃岳周

辺にMulti-GAS連続観測システムを設置し火山ガス組成変動の観測を行うとともに、Multi-GASを搭

載した無人飛行機を用いて新燃岳噴煙中の飛行観測を行い、噴火直後の火山ガス組成の推定を行った。

　伊豆大島で自然電位の連続観測を行い経時変化を記録した。自然電位の変動は季節的なものと周期

が数日程度のものからなるが、いずれも降雨に伴う変化であることが明らかになっている。火山活動

に伴う変動を抽出するためのバックグラウンドな情報となるので、昨年度に引き続きデータの蓄積を

行い、その特徴を明らかにした。

　3次元シミュレーションの結果から、現在の大島山頂部をカバーする広域の自然電位分布も、ほぼ、

降雨の地下への浸透で説明されることが明らかになっている。そこで、火山ガスが地下浅部へ上昇し

た場合の熱水系の変化に対応したシミュレーションの実施に向けて、必要なシステム開発を行った。

比較研究として脱ガス活動が活発な薩摩硫黄島を対象としたマグマ－熱水系のシミュレーションを行っ

た。地表温度分布測定結果から、放熱量とその分布を解析し、それを再現するような条件を求めたと

ころ、火山ガスの供給が地下 300m程度の浅所で生じている事を明らかにした。さらに、脱ガス活動

によって発生する自然電位異常の発生要因として、火山ガスが凝縮した酸性熱水の流動が重要である

ことが明らかになった。

（８）平成 23年度の成果に関連の深いもので、平成 23年度に公表された主な成果物（論文・報告書等）：
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（９）平成 24年度実施計画の概要：
　浅間山、阿蘇山、新燃岳、三宅島などにおいてMultiGASによる火山ガス組成の繰り返し観測およ

び連続観測を実施し、火山ガス放出状況と変動把握およびマグマの脱ガス・火山ガス放出過程のモデ

ル化を実施する。

　火山活動の推移にともなう自然電位の変化を把握する目的で、伊豆大島での連続観測を継続して行

い、降雨に対する応答をさらに詳細に調べる。観測値と比較できるような自然電位変動の予測のため

に、マグマの貫入と脱ガスによって火山ガスが地下浅部へ上昇した場合の、熱水系の変化に対応した

3次元シミュレーションを行う。そのために具体的な初期、境界条件を含めた火山ガス上昇モデルを設

定する。

　脱ガス活動が活発な薩摩硫黄島、口永良部島などにおいて熱水系の数値シミュレーションに基づい

た比較研究を進め、火山ガスが凝縮した酸性熱水の流動に着目した自然電位異常の発生モデルを一般

化し、伊豆大島の予測研究に反映させる。

（10）実施機関の参加者氏名または部署等名：
地質調査総合センター

他機関との共同研究の有無：有

東京大学地震研究所、京都大学防災研究所、京都大学理学部

（11）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先
部署等名：地質情報研究部門マグマ活動研究グループ

電話：

e-mail：

URL：http://unit.aist.go.jp/igg/magma-rg/

（12）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者
氏名：篠原宏志 　

所属：地質情報研究部門マグマ活動研究グループ
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